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ABSTRACT 
   The 2015 open college of Hachinohe Institute of Technology (HIT) was held to present regional citizens 
with the results of the research and education. The theme of the open college was "disaster prevention, 
disaster reconstruction from the 2011 Tohoku earthquake and tsunami, measures against global warming, 
environment and energy", and these aims ware to give the opportunity for understanding each other and to 
contribute to the development of culture and industry in the community. The open college has twelve 
unique programs, which consists of the new use on solar energy generated on the ground, the exercise in 
assembling an multi-legged robot, the lecture of making smart phone application software, the science cafe 
for natural renewable energy, and so on. About 234 persons attended the HIT open college in total, and it 
was closed successfully.. 
Key Words: 2015 open college, energy and environment 
キーワード : 2015公開講座，エネルギーと環境 
 
???はじめに?
? 今年度も全学科・部局が企画した 12 件の各講
座に多くの参加者を迎え、好評のうちに平成 27
年度八戸工業大学公開講座を終了することが出
来た。 
 
本学は地方に位置する大学として、地域社会へ
の貢献を重要な使命としているが、公開講座を
はじめ、産業教育実習助手の研修、インターン
シップの受入れ、各種セミナーへの講師派遣、
出張講義等、生涯教育や資質能力の向上など
種々の要請に対し、その役割を積極的に果たし
ている。学校教育法にも「大学は成果を広く社
会に提供し社会の発展に寄与すること」と社会
貢献に関する条項が追加されるようになり、大
学がより積極的に社会貢献へ取り組むことが求
められている。中でも公開講座は地域の多くの
市民と交流深める意義深い社会貢献のひとつと
なっている。今回の講座では、昨年に引き続き
「防災・震災復興・地球温暖化対策・環境・エ
ネルギー」をメインテーマとして全学科・部局
 
  平成 28年 1月 8日? 受付 
†? ?工学部土木建築工学科・教授?
††? ?感性デザイン学部感性デザイン学科・教授?
†††? ?工学部電気電子システム学科・教授?
††††? ?基礎教育研究センター・助教?
†††††? ?基礎教育研究センター・准教授?
††††††? ?工学部システム情報工学科・教授?
†††††††? ?工学部土木建築工学科・教授?
††††††††? ?工学部機械情報技術学科・准教授?
†††††††††? ?工学部機械情報技術学科・講師 
21-140
— 121 —
八戸工業大学紀要? 第 3 5 巻 
−2 − 
がそれぞれの特色を生かして講座を企画し、合
計 12件の講座による実施となった。?
???開講の経過?
本学は北東北の工科系高等教育機関として、
この地域における教育研究に対する付託を担い
活発な活動を展開しているところであるが、毎
年その成果の一端を公開講座として広く地域の
市民に公開し、多くの受講生を受け入れてきた。
また、大学が公開講座を実施することは学則に
も謳われている。 
? 今年度の公開講座では昨年に引き続き、本学
が標榜している「防災・震災復興・地球温暖化
対策・環境・エネルギー」をメインテーマとし、
かつ学科・部局ごとの特徴が十分現れることに
も配慮し、それぞれの講座内容を計画すること
とした。また、講座の実施に当たっては、例年
どおり学務部の下に、各部局から選出された公
開講座担当者、教務委員および教務課職員より
成る公開講座ワーキンググループを結成し、講
座内容、実施時期、予算、広報活動等を検討し、
計画立案した。また、今年度の講座実施運営に
ついて下記の方針を確認した。 
?1?講座は、各学科・部局が少なくとも１テーマ
を担当する。内容は各学科・部局の特徴が現
れるように計画する。?
?2?各講座においては、各定員の範囲内で多くの
参加者が得られるように努める。対象年齢は
講座の趣旨により異なるが、全体として幅広
い世代の参加者の呼び込みを図る。?
?3?適切な参加費を徴収する。予算は前年度並み
として計画するが、予算決定時に必要に応じ
調整する。?
???講座の概要?
? 12 件の講座内訳は、環境・エネルギー関連の
講座（講演会および体験学習）が 5件、人文系の
講座・講演会・鑑賞会等が 2件、ものづくり講座
が 3件、ITに関する講座が 2件で、いずれも関心
の高い内容の講座であった。各講座の詳細は以
下のとおりである。 
 
???? 非日常空間と記憶の環境デザイン? ～八戸
工業大学感性デザイン学科の取り組み～ 
開催部局：感性デザイン学部 ? 感性デザイン学
科 
開催日時：9月 12日（土）14:00～16:00 
開催場所：八戸市? 八戸ニューポート 
参加者数：約 20名?  
  ?
図 3.1.1? 本講座ポスター?
????目的?
感性デザイン学部感性デザイン学科では、本
学部の教育および研究の特色について、広く市
民の理解を求め、地域社会との連携を深めるこ
とを目的とした公開講座を実施している。 
今年度は、二期会会員である八戸市出身のソ
プラノ歌手、あべさとこ（本名：阿部訓子）氏
によって、昨年度まで 10 年間開催してきた「あ
べさとこリサイタル感性の歌声」に代わって新
たに計画することとなり、本学科教員による講
演会を開催することとなった。 
会場も本学を使用せず、広く八戸市民の皆さ
まにご来場いただけるよう、交通の便が良い八
戸市の中心街で開催することとした。 
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???概要?
講演会の講師は、八戸工業大学感性デザイン
学部感性デザイン学科に所属する 2人の教員で、
講演題目、内容は以下の通りである。 
①題目：医療×建築×デザイン 
講師：小藤一樹（感性デザイン学科准教授） 
講演は、医療施設の代表とも言える病院建築
について、講師の前職での設計作品なども交え
ながら、病院建築の特性や建築デザインの展開
を中心として、近代病院建築の起点となったナ
イチンゲール病棟やそれに着想を得た ICU 型急
性期病棟案を紹介した内容となっている。 
講師は、北海道出身で東京都の設計事務所で
21 年間勤務した後、本学に着任した教員である。 
病院建築の設計・計画を専門分野とし、日本
建築学会、日本医療病院管理学会等に所属して
いる。 
設計業務に関わり、病院建築の設計やコンペ
に携わることが多く、三井記念病院や川崎市立
川崎病院等の総合病院の設計を手掛けて来てお
り、その多くの経験と実績からのエピソードを
交えた話題の提供となった。 
 
写真 3.1.1? 小藤一樹? 講師 
②昭和と今を絆ぐ 200日の苦闘? ～青森県立美術
館種差展・潮観荘CGプロジェクト～ 
講師：宮腰直幸（感性デザイン学科准教授） 
講演は、2013 年に行われた「種差展」に出展
した CG 作品の制作過程について、吉田初三郎の
業績や制作時のエピソードを紹介しながら、種
差の国立公園化やコンピュータグラフィックス
についての説明も加え、種差展当時の経緯を紹
介した内容となっている。 
 
写真 3.1.2? 宮腰直幸? 講師 
 
 
写真 3.1.3? 潮観荘CG 
講師は、北海道出身で道内の設計事務所に勤
務した後、学位（博士（工学））を取得し本学
に着任した教員である。建築設計、CAD を専門
分野とし、日本建築学会、日本デザイン学会に
所属している。 
八戸市に未だ不案内なところがあり、青森県
立美術館から種差展に出展する「潮観荘」の CG
制作の機会を得たことを八戸市の魅力発見の機
会と考えプロジェクトに取り組んだということ
である。 
????受講者の反応とまとめ?
一般受講者に対してのアンケート調査結果は
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以下の通りである。 
①男女、年代？ 
・男 54.5％ ・女 45.5％ 
・10代 27.3％ ・20代 36.3％ 
・30代 9.1％ ・40代 18.2％ 
・50代 0.0％ ・60代以上 9.1％ 
②開講座をどのように知りましたか？ 
・新聞チラシ  54.5％ 
・ホームページ  18.2％ 
・知人の紹介  9.1％ 
・その他  18.2％ 
③参加した理由は何ですか？ 
・知人に誘われた  18.2％ 
・興味があった  81.8％ 
④公開講座の感想をお聞かせください 
・初めての知る内容ばかりでとても新鮮でし
た。 
・建築関係の仕事に就いているので大変勉強
になった。 
・病院がどうしてあの形になっているのか分
かった。さまざまな設計図や考え方を知れ
て面白かった。 
・CG の制作過程が興味深かった。CG 技術が
凄く進歩していると思った。CG の魅力に引
かれた。 
・少ない資料を頼りに再現するのは至難の業
と思うと同時に夢のある仕事だと思った。 
・デザインと数学は切っても切り離せない関
係にあるんだなと思った。 
⑤今後の公開講座の企画に関してご要望・ご意
見をお聞かせください 
・これからのデザイナーの在り方について 
・スライドの字が小さくて見え難かった。も
う少し大きくして欲しい。 
・夢が持てる楽しくも面白い企画 
受講者には高校生もおり、幅広い年代に亘っ
ていた。受講者から感性デザイン学部の公開講
座に満足した旨のご回答をいただきスタッフ一
同感謝しております。 
?
???? 超小型・動画配信サーバ構築講座? －マイ
動画配信サーバで種差海岸の魅力を全世界
に配信！?魅力を全世界に発信するのは
「ｗｅｂカメラ」？！?もちろん、自分の
ケータイからも確認できます－?
開催部局：工学部? 電気電子システム学科 
開催日時： 10月4日（日）10:00～16:00 
開催場所：八戸市? 種差海岸インフォメーショ
ンセンタ  ー
参加者数：31名? ※保護者を含む 
 
図 3.2.1? 公開講座ポスタ  ー
????概要?
ICT（Information and Communication Technology）
の進展やスマートフォンなどの手軽にインター
ネットに接続できるデバイスの普及とともに、
自らが情報を発信したいという要望が高まって
いる。こうした要望を受けて、市民を対象とし
た電気電子・情報通信システムに関する公開講
座を開催した（図3.2.1）。 
公開講座は、「超小型マイ動画配信サーバ製
作講座」として、センサ情報およびカメラ画像
遠隔監視および複数画像の同時配信システムを
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構築した。講座では、多くの参加者が実際にシ
ステムを構築し、種差海岸の測定データを配信
するなど、好評のうちに終了した。 
講座内容については、実施担当者が本紀要に
内容を報告しており、詳細はそちらを参照され
たい。 
 
???? 火の玉のなぞと魅力? －どうやってつく
る！？?→?科学で解明？－?
開催部局：工学部? 電気電子システム学科 
開催日時： 10月 3日（土）13:00～15:00 
開催場所：大館市文化会館 
参加者数：10名? ※保護者を含む 
????目的?
電気電子システム学科の公開講座としては、
初めて秋田県内で実施することになり、大館市
で開催した。以下に、大館市での本公開講座の
報告をする（図 3.3.1）。?
 
図 3.3.1? 公開講座ポスタ  ー
????概略?
講座の内容は、つぎのとおりである。初めに、
プレゼンテーションにより、これまで言い伝え
られてきた「火の玉」の由来から話題を起こし、
自然現象の中で観測された火の玉が雷放電の発
生時に雷光の中で生じること、最近の実験で作
成した火の玉放電に伴う発光などの歴史を述べ
た。その後、最近の科学的な火の玉作成法とし
て、電子レンジを用いた生成について少し詳し
く説明した。また、この現象が単に火の玉がで
きただけではない科学的な広がりを持った事実
であることを展示した。さらに火の玉発光のス
ペクトルを測定することによりエネルギーを見
積もることができることから、エネルギーを考
えるきっかけになることを説明した。火の玉に
関するプレゼンテーションの後に、実際に火の
玉を生成する実験を行ってみた。?
 
図 3.3.2? 火の玉実験の準備、電波を反射する金属面の準備 
つづいて、小学生の参加者に火の玉が電子レ
ンジを用いて作ることができることを体験して
もらった?図 3.3.2?。?
火の玉ができるためのいくつかの条件を示し
た。この目的のため、鉛筆の芯を用いた共振ア
ンテナを作ってもらい、その後、電子レンジの
スイッチを押して火の玉ができるかを実施した。
初めはスイッチを 2～3 回押しても生成できなか
ったが、数回のちには火の玉が生成でき、発光
が数秒間継続した。その際には参加者から自然
に拍手が起こり、どよめきが起こった。飛び上
がって喜んだ小学生も見られ、全員がその発光
の強さにびっくりし共感していた。終わりにア
ンケートを実施した。?
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アンケート結果からわかることは、?
1）小学生や保護者の関心が高い、  
2）実際に参加者が一緒に手創りの実験をする
ことに賛同いただいた、  
3）今回のような実験的な公開講座なら来年も
参加する、 
4）宇宙の謎についても実施してほしい、??
などであった。一方、プレゼンテーションの途
中で触れた若干の専門用語をわかりやすく、と
の意見があり、言葉の説明を吟味することとし
た。今後、公開講座を開催するに当たっては、
以上のような意見を考慮したい。さらに、開催
当日の準備として会場での開催掲示を用意する
ことも留意が必要である。?
秋田地区アドバイザーの浅野一朗先生には、
公開講座の開催前から終始誠実な対応をしてい
ただき、パンフレット配布から参加者の動員な
どまで支援していただきました。衷心から感謝
申し上げます。?
?
???? 南部地方の美と健康の伝承??食用菊と紫草
について??
開催部局：工学部? バイオ環境工学科 
開催日時：10月 3日（土）10:00～12:00 
開催場所：八戸工業大学? バイオ環境工学専門
棟B302 
参加者数：19名 
???目的?
 菊の花を食べる文化は、東北地方を中心に古
くからあり、青森の南部地方は代表的な産地の
一つとなっている。また染料の原料とされ、顕
著な薬理作用を持つ紫草についても南部地方は
歴史的に重要な役割を果たしてきた。そこで南
部地方ゆかりの植物にまつわる、歴史、産業応
用、最近の学術研究について広く知ってもらう
ことを目的として、本講座を開催した。図 3.4.1
に本講座のポスターを示す。 
???概要?
前半は講義を実施し、後半は細胞の観察およ
び懇談を行った。講義では、食用菊と紫草につ
いての歴史、産業応用、最近の学術研究につい
ての解説を行った。食用として栽培されている
菊は約 60 種あると言われ、日本各地で栽培され
ている。青森県南部地方特産で黄色の「阿房
宮」と、山形の「もってのほか」と呼ばれる淡
紅紫の「延命楽」が代表的な品種である。 菊は
古くより生薬とし役立てられており、わが国で
は薬の扱いではないが、日本薬局方外生薬規格
集に記載されている。 
後半は菊、紫草の成分の薬理活性について培
養細胞の変化を顕微鏡を使用して観察を行った。
その後、実習内容および講義内容に関する質疑
と懇談を行った。 
 
図 3.4.1? 公開講座ポスタ  ー
???受講者の反応（アンケート結果を含む）?
受講者は 17 歳の高校生から、80 歳の方まで幅
広い年齢層であった。受講者は講師の話を熱心
に聴講していた。アンケートの感想からも、食
用菊や紫草について興味を深めたことがうかが
えた。特に食用菊の抗うつ、抗アレルギーとい
う薬理的効果については、多くの参加者が関心
を持った様子であった。また講義後の観察では、
細胞の観察を行い、普段見ることのできない細
胞に興味を持っていた。また、懇談の際には食
用菊を使ったお菓子の試食があり、大変好評で
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あった。 
アンケート結果から、講義内容について多く
の参加者が「理解できた」という感想であった。
しかし、「難しかった」という回答もあり、特
に専門的な部分については、用語の知識が必要
な部分があって難しかったという感想もあった。
また講義時間は、ちょうど良いという回答が 7割
以上であった。 
 
図 3.4.2? 講座と懇談の様子 
???課題他?
? 公開講座については、例年課題がいくつか挙
げられる。昨年の課題から、広報の仕方につい
て、検討した。今年度は、高校生から一般向け
の内容であったため、近隣の高校と公民館に案
内用のチラシを配布した。高校は八戸市内およ
び近隣の高校 20 校に、公民館は八戸市内の大学
近隣の公民館 9館をそれぞれ訪問し、ポスターの
掲示とチラシの配布を依頼した。今回のアンケ
ート調査の結果から、「公開講座の開催をどの
ようにして知りましたか」との質問に対し、
「学校でのポスターやパンフレット」と「新聞
広告」がそれぞれ 6名と最も多かった。ほかには、
「大学のホームページ」と「公共施設でのポス
ターやパンフレット」および「県民カレッジの
案内」がそれぞれ 1 名、「知人からの紹介」が 2
名という結果であった。「その他」の項目で学
校の先生からの紹介が 4名という回答もあった。
今回参加した高校生は、チラシを配布した高校
からの参加であり、広報活動の成果があった。
しかし、公共施設で知った参加者は 1名であった
ため、公民館の広報は効果的ではなかった可能
性がある。どのような形で広報を行っていくか
は今後も課題である。講座の内容を良いものに
していくとともに、広報の方法を工夫していく
必要がある。 
また、対象者をどうするかということも課題
である。対象者によっては、資料の内容や伝え
方も変えていく必要があると考えられる。それ
により、先に挙げた広報の方法も変わってくる
だろう。 
他には、アンケートに意見として挙げられた、
単発ではなく複数回にわたる講座というのも公
開講座のあり方の一つとして検討していく必要
があると考えられる。 
 
???? スポーツ動作の科学? ～スポーツ科学の目
から見た良い動きとは？?～?
開催部局：基礎教育研究センタ  ー
開催日時：10月 23日（金） 18:30～20:00 
開催場所：八戸市? 八戸ポータルミュージアム
はっち 1階はっちひろば 
参加者数： 53名 
共? ? 催：八戸市教育委員会 
 
図 3.5.1? 本公開講座のチラシ 
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???目的?
基礎教育研究センターは八戸工業大学の学生
に、大学生が社会人として成長していくための
基礎であり、将来にわたり様々な課題に取り組
む際の考え方の基盤となる科目群を提供してい
る部局である。昨年に引き続き、ここで開講し
ている講義科目の一部をアレンジし、一般聴衆
と意見交換をおこなう公開ゼミナールとして本
公開講座を企画した。本年度は体育教室の大室
康平助教を講師に「スポーツ動作の科学～スポ
ーツ科学の目から見た良い動きとは？ ～」と題
して開催した。 
 
図 3.5.2? 実演を交えながらの講演の様子 
???概要?
スポーツには走る、投げる、打つ、跳ぶなど
様々な動作がある。それらの動作について、ハ
イスピードカメラの映像や反力の計測などのス
ポーツ科学の研究データから解説した。一流の
スポーツ選手の動作や、良い動作とはどのよう
な動作なのかを調べ、スポーツが上達するため
のヒントや観戦のポイント、また、コーチング
についても取り上げた。 
? 講座は、八戸市の中心市街地に立地する「八
戸ポータルミュージアムはっち」1階の「はっ
ちひろば」で開催した。ここは表通りに面した
ガラス張りのオープンフロアで、「はっち」来
館者や待ち合わせの市民が自由に出入する場所
である。立ち寄り自由な気軽な雰囲気の中へ、
大学の講義を持ち込むことを試みた。 
広報は、市内の体育施設、図書館などと、近
隣の高等学校に開催案内を送付することでおこ
なった。共催の八戸市教育委員会による市内公
民館への告知もおこなわれた。 
当日は 30 名程度の来場を予想していたとこ
ろ、開会前にはすでに準備した資料が払底する
事態となり、急遽椅子を追加して対応した。 
???受講者の反応?
参加者数は約 50 名、その八割以上が男性で、
ほとんどの方が閉会まで参加された。講演の際
に実施したアンケートの回収率は、配布数に対
し約三分の二で、参加総数に対しては約四割で
あった。その集計結果を図 3.5.3に示す。 
 
 
図 3.5.3? アンケート結果 
参加者の年齢は 50 代以上が過半を占めている。
また、参加者の興味のあるスポーツについても
聞いた。図 3.5.4 にその結果を示す。参加者の興
味は多岐にわたることが窺える。 
 
図 3.5.4? 参加者の興味のあるスポーツ?複数回答? 
講座の内容や実施形態についてはおおむね好
評であった。しかし、オープンスペースでの開
催のため「集中できない部分があった」、「周
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囲からの音が気になった」との意見もいただい
た。また、大学への注文として「慇懃無礼に感
ずる」との主旨の指摘もいただいた。そのよう
な意図は全くないが、大学が学外で実施するイ
ベントにおける課題としてとらえたい。また、
参加者数を読み余った結果、追加した座席が講
師から遠い位置となってしまった。 
???まとめと課題?
人通りの多い金曜の夕時、中心市街地のオー
プンフロア「はっちひろば」において、大学講
義の出前講座を開催した。参加者の 8割以上は男
性であった。会場によると同所でのイベントの
中でも男性参加者比率がとりわけて高い催しで
あったようである。開催場所を繁華街に、開催
時間を週末のオフタイムに設定することで、大
学と接点を持たない層へ露出することに多少は
成功しているとも考えている。 
?
???? 地上でつくる太陽エネルギーの新しい利用?
開催部局：工学部? 電気電子システム学科 
開催日時： 10月 24日（土）13:00～15:00 
開催場所：二戸市シビックセンタ  ー
参加者数：4名 
 
図 3.6.1? 公開講座ポスタ  ー
?????目的?
電気電子システム学科で開催する公開講座が初め
て二戸市で開催された（図 3.6.1）。 
????概略?
本講座では、はじめに 4年前に起こった東日本
大震災のときのエネルギー不足の状況から話題
を起こし、エネルギー需給に関する世界の状況、
放射線の基礎的な知識について述べた。また、
再生可能エネルギーの例として風力発電や太陽
光発電、水力発電などの特徴と東北における現
状について展示した。その後、エネルギー需要
の増大に対応できる大規模エネルギー源として
核融合エネルギー研究開拓の現状を話題提供し
た。特に、青森県で進展しつつある核融合研究
開発の最前線の現状を写真を交えて説明した。
核融合エネルギー開発が半世紀前の出発当初か
ら国際協調でなされてきたこと、現在も国際的
な連携のもとで研究開発が遂行されていること
を説明した。プレゼンテーションが終わると同
時に、持参した放電装置で実際に小さな雷を模
擬する実験を披露した。極板のプラス・マイナ
スを変更して再度の実験を試みると放電の状態
に変化が起こることも体験していただいた。参
加者は、光と音でみられる電気現象にびっくり
した様子であった（図 3.6.2）。 
 
図 3.6.2? 放電実験による光の観察 
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講演について質問が多数寄せられた。太陽光
発電のパネルが常に太陽に面するためにはどう
すればよいか、核融合発電が実際にできるため
の問題はなにか、ノーベル賞をもらったニュー
トリノの質量があればどうなるのか、などであ
り、参加者が科学技術の話題に大いに関心を持
っていることが実感できた。 
アンケート結果から分かることは、実際に参
加者が一緒に放電実験をすることを初めて見た
のでこの種の実験をまたおこなってほしい、今
回のような公開講座を来年も期待する、 などで
あった。一方、初めての地域で公開講座を実施
するにあたり、広報のあり方に吟味が必要であ
るとの教訓を得た。 
?
???? おもしろ電子工房? －ライントレースロボ
ットを作ろう！－?
開催部局：工学部? 電気電子システム学科?
開催日時：?11月 3日（火）13:00～15:00?
開催場所：久慈市立中央公民館?
参加者数：26名? ※保護者を含む?
????目的?
ソフトバンクが販売してる「Pepper」をはじめ
として、ロボットが我々の生活の中で身近な存
在になりつつある。こうした関心は、子供から
大人まで広がっており、ロボット工作を題材に
した理科教室の開催を求める声が多い。電気電
子システム学科では、これまでにも、「おもし
ろロボット工房」、「おもしろエネルギー工
房」などを開催し、電子工作技術や「ものづく
り」の楽しさの普及に努めてきた。 
電子工作系の公開講座は、準備等の制約から
八戸工業大学内、八戸市内とその近郊に限られ
てきた。その一方で、八戸市から離れた地域に
おいても、電子工作や科学技術の面白さを子供
達に伝える活動を求める声も多かった。 
本年度は、「おもしろ電子工房」と題して、
ロボット関連教材の工作教室を開催した。ロボ
ットを教材とした電子工作教室を開催した経過
について報告する。 
???概要?
例年、本講座の対象者は小学生（保護者同
伴）～高校生程度を想定した電子工作的な内容
としている。今年度については、①八戸を離れ
た場所での開催、②アナログ式のロボットをテ
ーマとした電子工作、というコンセプトで実施
した。 
①「八戸を離れた場所での開催」については、
他地域への科学技術の普及を目的とした。北東
北地方で理工系の大学は、本学の他、弘前大学
や岩手大学、秋田大学などがあり、これら大学
が科学技術普及活動を実施している。しかし、
北東北の広範囲にわたり、必ずしも、これらの
大学による科学技術普及活動が浸透し切れてい
ない。そのため、本年度は八戸市とも結びつき
がある北三陸地域を対象に、久慈市立中央公民
館を会場として公開講座を実施した（図 3.7.1）。 
 
図 3.7.1? 公開講座ポスタ  ー
②「アナログ式のロボットをテーマとした電子
工作」については、現在の電子機器は内蔵マイ
クロコンピュータによる制御が主流となってい
る一方、その動作原理が分かり難くなっている。
そのため、本公開講座ではコンピュータを使わ
ず、センサ情報を MOSFET の入力信号としたア
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ナログ式による制御とするライントレースロボ
ットの作製をテーマとした。今年度は、ヴイス
トン社の「ライントレースロボット」を題材に、
電子工作を実施した（図 3.7.2）。 
 
図 3.7.2? ライントレースロボット 
「ライントレースロボット」は、プラスチッ
ク製の自動車キットに、2 個の赤外線センサを搭
載する。ロボットが搭載する 2個の赤外線センサ
の直下に黒線（ライン）がある場合は直進する
（図 3.7.3）。 
 
図 3.7.3? ライントレースロボットの動作原理 
いずれか一方の赤外線センサが黒線から外れ
ると、外れた赤外線センサと反対側のモーター
が停止し、ロボットは方向転換する。再び、2 個
の赤外線センサ直下に黒線がある状態に復帰す
ると、2 つのモータが共に回転する。そのため、
黒線（ライン）は 2cm程度の幅を必要とした。 
今回の工作のポイントは、小学生がはんだ付
けを体験することであった。そのため、事前に
会場の下調べを行い、電源が確保できることを
確認した。 
当日の講座は上野技術職員および石山が担当
した。石山が司会を務め、職員が受講者をサポ
ートする形で進行した。さらに、学生 3名に技術
補助として協力してもらった。 
表 3.7.1に本講座のプログラムを、図 3.7.4に本
講座の様子を示す。当日ははんだ付け作業の実
演と注意事項を伝達し、そののち、ロボットの
本体部分を作製した。 
受講者の大半は小学生であったため、はんだ
付け作業の進捗やケガを心配していたが、スタ
ッフや保護者の協力により、講座をスムーズに
進行することができた。また、ロボットの作製
では、パーツの接続方向を間違う参加者も見受
けられた。こうした面を教職員及び学生がサポ
ートすることで、最終的には全ての参加者がロ
ボットを完成させることができた。また、太い
マジックペンを使用することで、自由に走行コ
ースを描くことができる。この点についても、
参加した小学生に好評であった。 
 
表 3.7.1? 公開講座プログラム 
時間 内容 
12：30～13：00 受付 
13：00～13：05 
 
 
開会式 
スタッフ紹介 
スケジュール説明 
13：05～13：40 ロボット組立1 
13：40～13：50 休憩 
13：50～14：20 ミニカー組立2 
10：40～11：15 走行テスト 
14：45～15：00 
 
アンケート記入・回収 
閉会式 
 
 
図 3.7.4? ライントレースロボット作製の様子 
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???受講者の反応?
受講者に対して本講座に関するアンケート調
査を実施した（回答数 17名、未回答あり）。 
参加理由に関しては表 3.7.2 に示すとおり、
「電子工作に興味があったから」が最も多く、
次いで「内容が面白そうだから」であった。講
座の趣旨に賛同いただけたことのほか、ロボッ
トへの関心の高さが伺える。 
難易度に関しては、表 3.7.3 に示すとおり、ほ
ぼ、すべての参加者が「分かり易かった」と回
答している。パワーポイントによる進行や間違
えやすい箇所のチェックなどの事前の準備によ
り、難しさがなくなったためであろう。また、
講座の満足度についても、表 3.7.4 に示す通り、
良好な結果が得られた。 
 
表 3.7.2? 参加の理由 
回答 回答数 
講座の内容が面白そうだったから 7 
子供と一緒に参加できるから 2 
受講料が安かったから 0 
電子工作に興味があったから 8 
その他 0 
 
表 3.7.3? 講座の難易度 
回答 回答数 
分かり易かった 16 
どちらとも言えない 1 
分かりにくかった 0 
 
表 3.7.4? 講座の満足度 
回答 回答数 
期待通りであった 16 
どちらとも言えない 1 
期待はずれだった 0 
????課題他?
今回の公開講座は、初めて使用する場所であ
ったため、事前に入念な準備をして、講座に臨
んだ。スタッフや参加者の協力により、無事に
講座を終了することができた。この点について、
本学職員と久慈市立中央公民館の協力に感謝し
たい。 
今回、テーマとして取り上げた「ライントレ
ースロボットと電子工作」については、参加者
から好評をもって迎えられた。この結果をもと
に、次年度以降についても、充実した内容の講
座を実施していきたい。 
 
???? スマホアプリ作成講座?
開催部局：工学部? システム情報工学科 
開催日時：11月21日（土）・22日（日） 
両日 9:30〜16:00 
開催場所：八戸工業大学? システム情報工学専
門棟I202 実験室 
参加者数：8名（応募者は12名） 
????講座の目的?
スマートフォンの普及につれてスマートフォ
ン向けのアプリケーションの開発環境が充実し
てきており，中には比較的簡単に利用できるも
のも含まれている。本講座では，そのような開
発環境のひとつである Corona SDK を用いて，昨
年に引き続きスマホアプリを開発する入門講座
を企画した。 
Corona SDKは，Lua言語という，それほど普及
はしていないが初学者が学習しやすい言語を用
いて開発を行うもので，Android と iOS のアプリ
ケーションを同一のプラットフォームで開発す
ることができることが大きな特徴となっている。
また，物理エンジンが組み込まれており，物理
演算を行うシミュレーションなどを驚くほど簡
単に作成することができる。昨年用いたバージ
ョンでは，iOS のアプリを構築(build)することが
できなかったが，その後のバージョンアップに
より iOSについてもアプリを構築して実機にイン
ストールすることが可能となってきている。 
????スマホアプリ作成講座の概要?
本講座は 11 月 21 日（土）と 22 日（日）の 2
日間にわたって開催された。受講料は無料とし，
募集人員は 16 名である。講座の内容は表に示す
通りであり，開発環境である Corona SDK の使用
方法の学習，開発言語である Lua 言語の文法学習，
スマホアプリの開発を行った。表 3.8.1 に講座の
実施内容，また，写真 3.8.1 に講座の実施状況を
示す。 
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表 3.8.1? 講座実施内容?
時間 内容 
１日目 
 9:30〜10:30 開発準備 
10:30〜12:00, 13:00〜14:30 Lua言語の文法学習 
14:30〜16:00 プログラミング実習 
２日目 
 9:30〜12:00 プログラミング実習 
13:00〜16:00 アプリ作成 
講座には同じ開発環境での開発経験をもつ大
学院生および 4年生を 4名配置した。 
作成した主なアプリは，「エイサー太鼓」と
「アングリーピッグ」の 2つである。「エイサー
太鼓」は画面をタップすると太鼓の音声を再生
するもので，タップ位置により高音と低音を鳴
らし分けるものとなっている。 
? 「アングリーピッグ」は iPhone で人気の「ア
ングリーバード」をもじったゲームであり，ド
ラッグして引っ張ったブタを鳥にぶつけるゲー
ムである。物理エンジンを用いたゲームであり，
オブジェクトを配置して，ブタにドラッグした
量に応じた力を加えるコードを書くことで，以
降の衝突の状況などは自動的に計算される。 
 
写真 3.8.1? 講座の実施状況 
????受講者の反応?
受講者の年齢構成は，30 代が 3 名と最も多く，
40, 50代がそれぞれ 2名, 60代が 1名であり，男性
6 名，女性 2 名であった。昨年に比べて高齢の受
講者は減少していた。 
アンケートの主要な項目をまとめると以下の
通りである。 
講座の開催については，新聞の折り込み広告
をみて知った方が全員の 8名であった。 
講座に申し込んだ動機としては，スマホアプ
リ制作に興味を持ってが多数であり，スマホの
普及によりアプリ作成への興味が高まってきて
いることがうかがえた。また，昨年度と比べて，
何らかのアプリ開発の経験者が含まれていた。 
講座の内容への満足度は比較的高く，満足が 3
名，やや満足が 5名であったが，難易度としては
高い，やや高いとの評価がそれぞれ 2名であった。
経験者やその他の受講者もパソコンの操作には
慣れていたことから，昨年よりもスムーズに講
座を進めることができた。 
 
写真 3.8.2? サンプルプログラム実行画面 
?????課題?
昨年度の経験を踏まえて，開発環境の使用法
に時間を割くなどの改善を行ったこともあり，
多くの受講者が昨年よりは高いレベルに達した。
また，ゲーム作成というよりは，よりビジネス
志向のアプリを開発したいとの明確な意思を持
った受講者が多かったことから，継続して実施
するのであれば，取り上げるアプリ開発の内容
を工夫することが必要である。 
写真 3.8.2 に，急遽サンプルとして取り上げたプ
ログラムの実行画面を示すが，このように日本
語の文章の表示などをサンプルとしては多く取
り上げて欲しいとの要望が高かった。 
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???? 元貸座敷? 新むつ旅館（旧新陸奥楼）の
暮しと建築的特徴に学ぶ?
開催部局：工学部? 土木建築工学科 
開催日時：11月 21日（土）14:00～16:00 
開催場所：八戸市? 新むつ旅館 
参加者数：30人 
???目的?
八戸市民の大半は、遊廓の建物が残っている
ことを漠然と知っているものの具体的特徴と暮
しについての知見は限られている。この 4月に
東日本大震災の修復工事が終わった新むつ旅館
（旧新陸奥楼）の暮しと建築的特徴を学ぶこと
により、八戸の近代化の理解を深めることが目
的である。?
小規模ながらも城下町であった八戸には度重
なる大火にもかかわらず焼け残った文化財建造
物や歴史的建造物が残されている。中でも貴重
な建造物は、東北一と言われた遊廓の名残を伝
える新むつ旅館（旧新陸奥楼）である。?
 
図 3.9.1? 新むつ旅館リーフレット 
???概要?
晩秋の 11月 21日（土）の午後に公開講座を
新むつ旅館を会場に開催した。会場費と資料代
として 1000 円の参加費を頂いたにも関わらず、
遠くは秋田市からの参加者も含めて 30 名の参
加があった。 
東北一と言われた八戸遊廓の歴史を伝えてい
る新陸奥楼（現）新むつ旅館の暮しと建築的特
徴を学ぶことで、八戸の近代史の理解を深める
ことに繋がることが期待される。 
新陸奥楼（現新むつ旅館）の歴史は、小中野
遊廓が明治 19 年（1886）の大火で焼失したこ
とに始まる。明治 28 年（1895）に小中野南部
の湿地に小中野新丁遊廓が開発され、明治 31
年（1898）に新陸奥楼が開店し、翌明治 32 年
7月に現在の新陸奥楼が竣工した。 
今春、修復工事の監修をした結果、明らかに
なった真実を解説した。現在の特徴となってい
る唐破風の玄関は昭和 32 年の旅館へ改業時に、
Y 字型の階段は大正期から昭和初期に掛けて改
造したことが説明した。 
 
図 3.9.2? 内部を特徴付けるＹ字階段 
更に、小中野新丁遊廓の片側が戦時中の空襲
対策として撤去されたこと、軒裏に小中野公害
と呼ばれた石灰粉が蓄積されていたことなどで
ある。また、鱗紋や七宝などは女性の厄除けの
意味を持つことなどを説明して、単に遊興施設
として豪華絢爛だけでなく、健康管理も行われ
ていたことも含めて女性への配慮も行われてい
たことに多くの参加者が興味を持った様である。 
? かつての建築がもつ想いを込めた意匠の意味
を現代の単なる機能優先の無味乾燥的建築との
違いを納得してもらうことができた。?
建築的特徴の講演の後、新むつ旅館の女将に
よる先代女将から伝えられた新陸奥楼時代の娼
妓の暮し方や来客の特徴を記した遊客帳を残し
た経緯などの講演をして頂いた。遊客帳には、
人相・身長・服装にお相手した娼妓まで記載さ
れており、それを検証した警察官の印が着いて
あることなどの具体的説明に参加者の歓声が上
がるなど好評の内に講演を終えることができた。?
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図 3.9.3? 新むつ旅館女将による講演の様子 
講演終了後の新むつ旅館の見学会は、ADL
（建築デザイン研究会）の学生が参加の説明を
担当し、好評であっただけでなく、学生の勉学
意欲の向上にも繋がった。?
 
図 3.9.4? ADL学生による説明の様子 
???受講者の反応?
? 有料であったにもかかわらず 30 名の参加が
あり、講演内容に加えて ADL 学生が前もって
勉強して、一生懸命に建築的特徴の説明したこ
とも好評であった。?
???まとめ?
? 有料にもかかわらずに 30 名参加者があった
ことを考えると、高齢化社会における公開講座
の果たす役割は生涯教育への対応に変容してい
ることを念頭においた公開講座に改める時期に
きたと言えよう。?
?
????? サイエンスカフェ－青森県内のエネルギー
利用状況－?
開催部局：地域産業総合研究所 
開催日時：11月 21日（土）15:00～17:00 
開催場所：八戸ニューポート 
参加者数：10名 
???目的?
青森県内のエネルギーの利用状況および研究
所所員の研究内容を紹介し、受講者にエネルギ
ー利用を考えてもらうとともに、今年度から発
足した地域産業総合研究所をアピールすること
を目的としている。 
???概要?
本講座では、図 3.10.1に示すように、八戸市の
「八戸ニューポート」において、研究所所員 3名
による講演会を行った。受講料は無料、募集人
員は 50 名である。なお、事前申し込みは不要と
している。 
 
図 3.10.1? 公開講座のポスタ  ー
1 件目は、小玉成人准教授が「風力圧電の基礎
知識と青森県における状況」と題して講演を行
った。風力発電の利点・欠点、風力発電の仕組
み、日本及び世界の風力発電の動向について、
具体的なデータを示して説明を行った。 
2 件目は、野田英彦教授が「省エネルギー技術
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と」寒さを防ぐ方法」と題して講演を行った。
エネルギーの使用量の歴史、温暖化、化石燃料
枯渇などデータから省エネルギーの必要性を説
明した。また、現在利用可能な自然エネルギー
や身近な寒さの防ぎ方について解説を行った。 
3 件目は、四竈樹男教授が「原子力の歴史と社
会」と題して講演を行った。原子力の利用の歴
史、発展に寄与した研究者の紹介、原子力利用
について私見等について分かりやすく説明した。 
いずれの講演でも、受講者から意見や質問が
あり、各講師は熱心に答えていた。図 3.10.2、図
3.10.3に講演の様子を示す。 
 
図 3.10.2? 小玉准教授講演の様子 
 
 
図 3.10.3? 野田教授講演の様子 
 
???受講者の反応?
? 講座終了後に「年齢、性別」、「講座を知っ
た方法」、「開催時期」、「難易度」、「取り
上げて欲しい内容」について、受講者にアンケ
ートを行った。 
参加者の年齢、性別は、20 代 2 名、40 代 3 名、
50 代 1 名、60 代 3 名であり、女性は 1 名であっ
た。土曜日の 3時スタートということもあり、平
均年齢は高めだった。 
? 本講座を知った方法としては、本講座単独の
新聞折込等はしなかっため、「大学 Web」がほ
とんどであった。開催時期については、開催し
て欲しい月を設問としたが、とくに決まった月
は無い様であり、一年中可能であることが分か
った。 
講座内容については、「難しい」と回答した
受講者が 1名いたが、他の受講者は「分かりやす
い」、または「ちょうどよい」と回答しており、
適切な難易度の講演であった。また、「取り上
げて欲しい内容」については、「海洋、水産関
係」、「MOT、MBA 関連」、「地域に直接関係
する研究の紹介」、「小さな風力発電」、「バ
イオマス発電」などがあり、身近な内容の希望
が多かった。 
???課題他?
今回の講座では、八戸市中心街で公開講座を
行ったが、参加者 10 名という結果に終わった。
講座内容も例年通りであり、次年度に向けて講
座内容、形式、日時、場所等について再検討す
る必要があることを感じた。 
?
????? ロボティクス基礎講座? 多脚歩行ロボ
ットを作ろう?
開催部局：工学部? 機械情報技術学科 
開催日時：11月 28日（土）9:00～13:10 
開催場所：八戸工業大学? 機械情報技術専門棟?
M205室 
参加者数：9人（5組） 
???はじめに?
ロボットには，1)車輪型，2)クローラ型，3)脚
型の移動のための機構が存在する． 車輪型移動
ロボットは最も移動のためのエネルギーが少な
く済むが，不整地で移動することは困難である．
クローラ型移動ロボットの移動機構は，車輪型
と比較してエネルギー効率は劣るものの設置面
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図3.11.2? 多脚歩行機構の部品 
 
積が広いため不整地を移動することが可能であ
り，多くの災害対応ロボットに適用されている．
脚型移動ロボットは，足先のストロークが大き
いために不整地に適応するが，エネルギー効率
は著しく低く，制御も困難である．また，ロボ
ットの移動機構としてその他の機構が開発され
ているが本稿では紙面の都合から割愛する． 
本稿では，平成27年11月28日（土）に八戸工業
大学で開催された公開講座の内容を解説するも
のである．公開講座では，多脚移動機構として
テオ・ヤンセン氏が考案した「Strandbeest」とい
う作品を教材として用いることにした． 
 
図 3.11.1? テオ・ヤンセンのビースト機構の歩行動作[1] 
????多脚移動機構について?
Strandbeestは，1自由度の回転アクチュエータと
リンク機構で構成されるシンプルな多脚移動機
構である（図3.11.1）．?
図3.11.1中央の赤いクランクを回転させること
で，脚全体が歩行運動をはじめる機構になって
いる．この機構は，シンプルなリンク機構で構
成されているにも関わらず，歩行という複雑な
運動を生成できることに面白味があり，公開講
座の内容として適切なものである． 
????公開講座における取組?
公開講座では，図 3.11.2に示すようにアクリル
板をレーザー加工機で加工した部品を用意し，
受講者に組立てさせた．参加者は 5組 9名であっ
た．時間の都合から，図 3.11.2 に示すギア BOX
とリモコンは主催者で組立て済みであった．図
3.11.3 に 3D-CAD で設計した 3D モデルを示す．
図 3.11.4は，完成した多脚歩行機構の全体図であ
る．?
 
図 3.11.3? 多脚歩行機構の 3Dモデル 
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図 3.11.4? 多脚歩行機構完成 
?
??? おわりに?
時間内に 5組 9名の全員が組立てを終え，動作
試験をすることができた．?
参考文献?
 [1] http://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/1204/25/news006.html, 
1/7, 2015. 
?
?
????? 「親子で作るクリスマスオブジェ」（制作
体験講座）?
開催部局：感性デザイン学部?  感性デザイン学
科 
開催日時：12月 5日（土）13:30～16:30 
開催場所：八戸工業大学? 感性デザイン棟K206
室 
受講者数：親子 5組 14名 
???目的?
本講座は、工芸作品の制作を通じて感性デザ
イン学部の教育・研究活動に親しむことを目的
として開催している。 
親子での制作活動は、これで 6年目を迎える。 
かなり広く知られてきており、例年行事とし
て受講受付開始とともに申し込みがある好評な
企画で、開催の要望が多いため今年度もほぼ例
年と同内容で実施することとした。 
今年度の受講者（表 3.12.1）の内訳は、親子 5
組（保護者 7 名、子ども 7 名、計 14 名）である。 
 
表 3.12.1? 受講者 
 保護者1 保護者2 子ども1 子ども2 制作オブジェ個数 
住所 受付 
番号 
氏名 氏名 氏名 年齢 氏名 年齢 ツリ  ー ハウス 
ツリ &ー 
ハウス 
1 A1 A2 a1 12 a2 5  2  六戸町 
2 B1 B2 b1 11 b2 9   2 八戸市 
3 C1  c 9     1 八戸市 
4 D1  d 4   1   八戸市 
5 E1  e 3    1  八戸市 
 
 
図 3.12.1? 公開講座ポスタ  ー
????概要?
本講座は、ペットボトルと紙粘土、LED ライ
トを主な材料とし、親子で仲良く一緒にクリス
マスにふさわしいオブジェ（ハウス、ツリー）
を制作するものである。 
表 3.12.2? 材料表?
? 【ハウス】? 【ツリ 】ー? 【ハウス＆ツリー】?
ペットボトル? 角?ℓ：?個?
丸?? ℓ：?個?
????ℓ：?個?
角2ℓ：?個?
丸?? ℓ：?個?
????ℓ：?個?
紙粘土? ?個? ?個? ?個?
ハレパネ? ??×??㎝? ??×??㎝? ??×??㎝?
ＬＥＤ型ライト? ?個? ?個? ?個?
材料費? ???円? ???円? ????円?
スタッフとしては、（a）教員スタッフ 6 名、
（b）学生スタッフ 10名（3年 3名、2年 3名、1
年 4名）である。 
教員スタッフは全体の総括、進行、記録、準
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備･手配、制作支援、等を担当。学生スタッフ
（男子学生 3 名、女子学生 7 名）は、5 組のご家
族の作業テーブルに 1～2 名づつ付き親子の制作
支援を担当した。また 1人はサンタさんに扮装し
ている。 
受講者の子どもさんは小学校低学年以下の子
どもさんが多いということで、カッターナイフ
等の使用は危ないので、学生スタッフで事前に
土台となるボードやペットボトルの一部を加工
して用意し、小さな子どもさんにも配慮してい
る。参加者に配布する材料としては、表 3.12.2に
示すとおりであるが、その他（小道具等含む）
にカッターナイフ、マット、ニードル、木工ボ
ンド、筆、水入れ、雑巾、等々を用意している。 
 
図 3.12.2? 作り方 
?
???受講者の反応とまとめ?
? 受講者に対してのアンケート調査結果は以下
の通りである。?
①公開講座をどのように知りましたか？（複数
回答） 
・新聞チラシ 40.0% 
・ポスタ  ー 20.0% 
・学部ホームページ 20.0% 
・知人の紹介 20.0% 
・その他 20.0% 
②参加した理由は何ですか？（複数回答） 
・工作体験に興味を持った 20.0% 
・親子参加に興味を持った 60.0% 
・ｸﾘｽﾏｽｼｰｽﾞﾝに適した企画だった 40.0% 
・参加しやすい開催日時だった 20.0% 
・その他 20.0% 
③公開講座の感想をお聞かせください 
・親も楽しく参加させていただきました 
・子どもも親もとても楽しく作れました 
・親子で手作りする工程が楽しく良い経験にな
りました 
・まだ小さいので飽きたり、昼寝の時間帯もあ
り、ご迷惑をかけたかと思いますが満足でき
ました 
④学生スタッフの対応はいかがでしたか？ 
・一生懸命対応してもらいました 
・親切でした．良かったです 
・とても親切に優しく教えてくれて、手伝って
くれて感謝です 
・親切で楽しく参加できました 
⑤今後の公開講座の企画に関してご要望・ご意
見をお聞かせください 
・自由に作品を作る形態のため、子どもの年齢
もあまり制限がない内容でよかったです。ま
たこのような機会があれば是非参加したいで
す 
? このように、受講者の皆さんから感性デザイ
ン学部の公開講座に満足した旨の回答をいただ
きスタッフ一同感謝しております。 
 
図 3.12.3? 受講者と完成作品 
最後に、学生スタッフとして子供たちと上手
く・楽しくコミュニケーションを取りながら熱
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心に手伝ってくれた本学科学生：磯島遥さん、
千葉智美さん、我妻しのぶさん、石田龍之介君、
川崎陽さん、高橋メイさん、高橋涼君、竹林裕
一郎君、濱道奏絵さん、船場優里さんに感謝い
たします。 
?
?．まとめ?
今年度も「防災・震災復興・地球温暖化対
策・環境・エネルギー」をメインテーマとし、
「地上でつくる太陽エネルギーの新しい利用」、
「多脚歩行ロボットを作ろう！」、「スマホア
プリ作成講座」や「青森県内のエネルギー利用
状況に関するサイエンスカフェ」など、各部局
で工夫の凝らした 12 の講座が実施され、延べ約
234 名の参加者を迎えることが出来た。ものづく
り講座を中心に複数の講座で今年度も定員を超
えた参加申込があり、人気の高かった講座では
その対応に苦慮したようだ。 
さて、公開講座開催に際しては、青森県をは
じめ多くの機関からの協力を頂いている。部局
ごとの 12講座に対して 14機関（青森県、青森県
教育員会、八戸市、八戸市教育委員会、NHK 青
森放送局、東奥日報社、デーリー東北新聞社、
青森テレビ、RAB 青森放送、青森朝日放送、八
戸テレビ放送、コミュニティラジオ局 BeFM、
FM 青森、青森県工業技術教育振興会）から後援
を頂いた。さらに、あおもり県民カレッジの講
座として登録することによって、青森県総合社
会教育センター発行の諸冊子、広報紙、ホーム
ページ等に本公開講座の案内が掲載され、あお
もり県民カレッジ受講者の参加も得ることがで
きた。  
? 本学の公開講座は、毎年、延べ 200～300 名の
受講者を受け入れ、生涯学習の機会を提供する
とともに、地域と大学の相互理解をより高める
ものとして機能している。 
最後に、ご協力を頂いた上述の関係機関なら
びに実施に携わられた全ての教職員の皆様に感
謝いたします。 
 
 
 
 
要? 旨 
 
平成 27 年度八戸工業大学公開講座が開催され、研究教育成果を反映した講義や実習を広く地域
の市民へ公開した。公開講座は本学が北東北の工科系高等教育機関として教育研究の成果を広く公
開し、地域の発展に寄与するとともに、生涯学習の機会を提供し地域の市民と交流を図ることを目
的とする。今年度も「防災・震災復興・地球温暖化対策・環境・エネルギー」をメインテーマとし
て、「地上でつくる太陽エネルギーの新しい利用」、「多脚歩行ロボットを作ろう！」、「スマホ
アプリ作成講座」や「青森県内のエネルギー利用状況に関するサイエンスカフェ」など全学科・部
局がそれぞれの特色を生かした講座を企画し、今年度は合計 12 件の講座による実施となった。延
べ約 234名の受講者を迎え、成功裏に終了した。 
 
キーワード : 2015公開講座，エネルギーと環境 
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